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一、昭和が終わる時に
　私が学部を卒業したのは平成元年。まさに平成最初の卒
業生となった。 あと数ヵ月で昭和六四年卒業だったのだが、卒業式を目前に控え、昭和天皇の崩御に接した。
　その日、偶然にもゼミの仲間と中国人の経営するラーメ
ン屋で食事をしていた。店のテレビからそのビックニュースは流れてきた。昭和を振り返る映像を見ながら店主は言った。 「日本人、昔悪いこといっぱいした」 。
　僕らはラーメンをすすりな ら呆然とひと時を過ごした（その数ヵ月後、卒業コンパで指導教授が中国人ホステスと「親密」に歓談するという衝撃シーンが展開されるとは当然思いもよらなかったが） 。小渕さんが「平成」の文字を掲げたその頃から、日本 舵を大きく切らざるを得な混沌とした時代を迎える。我々はバブル世代と呼ばれながらも大きな荒波を卒業後 かぶる世代になったのであ 。
二、史学科のこと
　私が入学した時の史学科は一学年がおよそ一〇〇人。現
在の半分以下である（驚かれる方もいるであろうが、今はすごく人数がいます） 。クラスガイダンスの部屋に入った時、やけに少人数で、イメージしていた大学の風景と違うものがそこにあった。男子校出身だった私にとって、女子が部屋に居るというのはとても奇異なものであった。そして、男子は陰気そうなヤツが多く、ますます暗い気持ちにさせられた。
　だが、時間が経過するにつれ、このメンバー達がとても
豊かな個性を持つ魅力的な集団であることに気がついた。特に史学科に入ろうという男は明確な目的意識があり、見かけによらず骨のある奴が多かった。クラブ活動はもちろんだが、このクラスメート 交わりは自分にとっ 大きな喜びで、 学生時代を彩る数多くの思い出 包まれている。
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　当時のカリキュラムは、一般教養と専門科目に分かれて
おり、史学科の専門科目は「概説」から始まったと記憶している。日本史概説のことは全く覚えておらず、他の科目が面白くなかった（失礼、 でもホント）事しか記憶にない。大学で学ぶ歴史の授業・ ・ ・自分の向き合い方もよくなかったのかもしれないが、なかなかうまく捉えることが出来ずにいた。私自身も漫然と時間を過ごすようになりつつあった時、出会ったのが粟屋先生の「日本史特講」だった。三、 「日本史特講」の衝撃
　確か、 まだゼミに入っていなかったので二年生のはずだ。
教室は一号館の一階。今でもその光景をよく覚えている。一番前には一級上の安達（宏昭）さんが陣取り、今思うと学部生にもかかわらず先生の授業をサポートされていたような気がする。
　まず、講義の内容が抜群に面白かった。田中隆吉の話で
あったと思う 、自分が知らない世界がそこに広 り、一気に近現代史への興味がわいた。エピソードの語り、掘り下げ方などこれまで受けたことのない授業であった。と同時に、失意のまま立教大学 入学し 自分、そして入 後もこと勉学に関しては前向きになれないで 自分にとて、まさ 明るい光がひと筋差し込んだ瞬間だった。もと
もと、幕末～近代をやりたかった自分だが、その時代を専門にやっている先生がいないこともあり、三年のゼミは粟屋先生の ころにしようと心に決めた。
　今ではすっかり私も大学人になってしまったが、とにか
く大学の「講義」が苦手で逃げ回ってば りいたが、粟屋先生の講義は休まず出席した。そして、ゼミに入るための長～い課題にも耐え、無事粟屋ゼミに入ることが出来 のである。四、ゼミ生活の始まり
　人数の少ないはずの史学科において、ゼミ生の人数が約
二〇名ととても多いことにたまげた。そし 、さらに男が多いことでもたまげた。でも一番たまげたのは、粟屋がそこにいなかったことである…我々 荒（敬）先生と当時院生であった小林 （元裕） さんの指導を仰ぐことになった。
　ゼミのメンバーは激しい競争をくぐりぬけてゼミ入りし
ただけに、単に個性があるだけ なく、やる気にも満ちていた。体育会の者いれば音楽サークルの者もいる、 ちろん何もしていない？者もいて、集団としてはかなり面白いメンバーが揃った。週一回のゼミの時間は自分に ってはこれまでにないとても充実したものにな 。それまで図書館で借りる本はジャンルもばらばらで雑読であっ が
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三年次以降は日本史関係の文献を借りることが圧倒的に多くなった。ようやく、史学科の学生らしい日常になったのであろうか。五、ゼミ合宿の思い出
　ゼミに付き物の楽しい行事は、ゼミコンパと合宿、と当
時の相場は決まっていた（今もそうかもしれないが） 。思えば、当時はゼミ終了後に定期的に酒を飲むということはしていなかった。皆、それぞれがそれぞれの世界に散っていくという感じであった。また、これが大人数のゼミの特徴かな、とも思っていた。
　夏休み中にゼミ生が交代で、横浜 開港記念館の中にあ
る横浜市の市史編纂室にアルバイトに行っ 横浜までは遠かったけど、マイクロフィルムを起こす作業は仕事としてとても楽しかった。その延長として合宿も横浜で行わることにな 。合宿というと涼しい高原でテニスなどを嗜みながら、温泉と酒にひたるという美 い青春の一コマを予想していた自分にとって、都会の真ん中での集団での「お泊り」ということに今一つピンとこないものがあった。
　いろいろなこと（色恋沙汰も含めて…）があった合宿で
あったが、何よりも思 出深いのが「麻雀事件」である。事件と言っても、大 た話ではないのだが 要は飲み会の
途中に四人で抜け出して麻雀をやっていたのである。このことが、先生（粟屋先生ではありません）の逆鱗に触れてしまったのである。その夜は一級上の先輩も飲み会に来て下さり、盛り上げてくれていたこともあり、なおさら我々の逃亡は目立ってしまった。
　今思うと、麻雀なんて、ゼミの帰りにでもいくらでも出
来るはずで、貴重な飲み会をすっぽかしてしまったことは二〇年以上たった今も後悔している。先生の御立腹度もかなりのもので、正直面喰 というところでもあるのだが…そんな事をしているうちに いつ 間にかゼミ 中で劣等生的立場を確実に築いてい ことも確かであろう。
　その他、この紙面では書けないこともいろいろあるが、
合宿の帰りにはしっかり山下公園に立ち寄 横浜気分は満喫して帰った（バイトでしょっちゅう来て んだろう！と突っ込みを入れられそうだが） 。六、ゼミでの成果について
　ゼミでの成果として、三年次には石原莞爾について、卒
論は東郷茂徳について論文を書いた。内容はおそらく今思うととても恥ずかしいものだったに違いない。特に 卒論に関して 先生からＩＰＳ尋問調書を預かり、英文とのにらめっこが長く続いた。図書館 本館で過ごした時間や冬
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が近づいてくる大学の姿などが思い出されてくる。卒論提出間際の焦った気持ちや、提出後のほっとした気持ち、年の瀬せまる一二月の日々を今でも時々思い出す。そして、年が明け、冒頭にあげた昭和天皇の崩御を迎えることになる。七、先生との再会、そして…
　卒業して四年を過ぎ、縁あって大学に職員として戻って
くることになった。お世話になっておきながら、粟屋先生には何もお知らせせずに戻ってきて、先生にいきなり五号館前で声をかけられた時は嬉しかった。以来、月日が流れて一七年。入試業務を担当し、自分とし も最後の担当者と思って臨んだ今春の入試。粟屋先生にとっ も教員として最後の入試となり、先生 監督控室に迎える を楽しみにしていた。だが、一本の電話が。 「粟屋先生は風邪で休みだそうです。自宅からです」 後輩から 報告。
　やれやれ。まあ、それも先生らしいな、と少しホッとし
ている自分がいた。試験監督 んて一番似合わない仕事なので、本当はやっ ほしくはなかった だ（とは言っても特別扱いは出来ないの 、身内なら はの「配慮」は施しておりましたが） 。
　とにかく、 御無事で定年まで勤め上げていただけたこと、
史学科にとって何よりの財産であったと思うし、立教の宝であったと思っている。自分の恩師を職員として定年で送り出せるのは本当に嬉しいことである。
　今年のゴールデンウィーク明け、先生の方から「君たち
の同期と飲みたい」とお しゃっていただいたこと、嬉しかった。楽しい飲み会にな た。すっかりいい気分の先生は渋谷 坂が登れず、 んなで後ろから押して二次会に行ったこと、全てが忘れられ い光景である。
　研究には厳しいが、学生のことがとっても好きで、ゼミ
生のことを本当によく覚えてい 愛ある先生 その愛が飲み会の時には別の方向に行くこともありましたが、まあ、先生も若かったんですよね と書 ている自分、ちょうど自分たちを指導していただいていた頃の粟屋先生の年代になりました。まだまだですね。
（本学職員）
　
